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( 1 ) 花王の経営 " 

1 0 3 年前に 。 顔 " を洗える高品質の 石盤の販売を 発祥にスター トした会社が 

  9 6 0 年までに 脱 五億， 脱油脂への模索と、 脱 春闘による労組との 協調路線の 
社内風土を築いた。 1 9 6 0 年代には全国に 販売会社を発足させ、 自社製品を小 

売店まで直販する 体制を引いた、 同時に新規事業の 模索がなされた。 ] 9 7 0 年 

化 には R & D 体制の革新・ 強化がなされ、 生産体制の強化は ] 9 7 3 年 第 ] 次オ 

イルショ ックでさらに 加速された。 又 、 経営革新の基盤として ト一タルシステム 
の 完成を目指して、 情報システムの 整備，拡充が 始まり、 販売・物流の 合理化・ 
近代化を実施した。 

l 9 8 0 年代には新規事業の 接種的な展開とともに 欧米での本格的事業展開がな 
された。 そのため海外も 含めた R & D 体制の強化が 計られた。 丁 o t a @  C o 

s t  R e d u c t i o n による経営革新活動は 実践の中で T o t a @  C r e a t l Ⅱ R l u t i o n となり、 組珪 革新活動に変革した。 第 2 次の 

物流革新と情報システム 再構築がなされた。 
日用消費材を 生業とする花王の 経営において、 経営 即 研究 " という方針のもと 

に研究開発活動に 第 ] 使先 的に花王資産の 投入がなされてきている。 それと共に 

生産・ マーケティンバ ， 販売， 財務という第 2 次製造業経営遂行に 必須の各機能 
の強化と革新が 毛 えず計られてきている。 

1 . 環境変化への 対応 

技術革新， 高度情報化社会という 言葉は簡単に 見えるが、 大変大きい問題であ 
リ 、 あ らゆるところに 大きな 形缶 6 度 はす 可能性があ る。 

経営環境の変化 

■技術革新 

■高度情報化社会 

■国際化の進展 

■市場の成熟化 

■消費者ニーズの 個性 什 / 多様化 

■高齢化社会 

く 日本における 特殊な問題 ) 

▲円高の定着Ⅰ貿易・ 技術摩擦 

▲経済 / 行政 / 立法 
これらの経営環境の 変化に花王と してど う 対応するかは、 従来の研究開発， 

マーケ           グ ， 販売， 生産といった 縦割り組 結 では限界があ る。 これら基本的 
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ファンクショ ンが融合した 形にならないといけないと 考えている。 このような 組 
織 と活動へ改革していくように 桂宮 ト ップがリー ドしている。 

企業はど う 対応するか ? 

Ⅰ経営理俳 
Ⅰ経営の革新 匝 
マーケティンバ / 販売 口 
， 田 i" 。 " 
生体機能的組 恩り舌動 

花王の経営理俳は 老幼男女の大出誰もが 必要とする日用消費材の 製造業であ り   
清吏きの計理で 発想し、 本仮 的に有用なモノ 作りに原点がおかれている。 屯 えず 

改革とか革新を 議論すること、 革新的な研究開発活動を 真に実践していく ために 
人のもつ無理の 可能牲や知恵を 出し、 真理の探求 / 創造性 / 革新社かたえず 問わ 
れている。 

経営理俳   

Ⅰ消費者への 奉仕の精神 
潮繋 / 美 / 健康 

Ⅰ人間の絶対平等観 
平等 ん 月支 ge/ ヰ 権 威主義の村 mp 余 
情報の交流と 共有 

Ⅰ真理 観 / 叡知の結集 
創造性・革新世 7 行動・実践型 

理想と考えられる 生体機能的 租牡と 活動を実現するため、 シンプルでダイ レク ト 

( フラッ ト ) , グローバル， ネッ トワークをキーワー ドに 組接 と達宮の革新に 取 

組んでいる。 

新し L¥ 企業経営一組織革新一 

■シンフル化 / タイレクト 化   括 Ⅲの 交沌と 共有化    
 

Ⅰ 

生体機能的組織運営 
一 高度 頭脆 英田 ト 
十 

" 技術革新 什づ租抵 革新 

■ 市曄伍理 と生産 活助 の 直拮 

■多故 能 亜人材の育成 
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R & D . 生産， マーケティ ング・ 販売の人達が 一体となって、 シンプルでダイ レ 

ク ト に業務遂行するためにコ ンピュータ / 通信技術を中核にした ト一タルシステ 
ムを構築している。 

コンピュータ / 通信技術を中核にしたト 一タルシステム 
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朋社 Ⅰ 庄 槻援 5 旺 几 
用充 m 臆 システム KAO 一 Ⅱ 1S システム 

広笘 田あ 汝 センクー 韻文名相 鞍 システム 

PIS 
自俺 Ⅰ ヒ . Ⅰ正目 ヒ   "-" 。 ，， 吝悪ミ る硅 研究 

シミコレー・ ン Ⅰ ン         
( 川 応用 ) 

R と D 羊屋研究   
インテバレーシⅠ ン 

珪 互生 珪 ・ンステム 

2 . 研究開発の基本方針と 組 俺 ・運営 u 
「研究開発というのは 企業の活力であ り、 革新のための 原動力であ る」 という 

基本方針のもとに 経営 即 研究が実践されている。 

当社の研究・ 技術開発の考え 方 ( 基本方針 ) 
基本     ・ R &D Ⅰ 金 葉の活力   革新の原動力 

・経営戦略どの 接合 

Ⅰ基礎研究の 重視 ] 
其 理の探究Ⅰ 口 ササイェン ス の深耕 ( フレームを決めて ) 匝 
化学 / 物理 / 生物 / 医学 / 放学 

Ⅰサイエンスとテクノロジ 一の融合 l 

  バーティカルインテバレーション ] 
  シーズ と ニーズのマッチンバー -- 研究・技術開発と 

マーケティンバの 融合 

  キーフェ / メ ナノキ ー ケミカル ズ / キーテクノロジー 

油脂化学を発祥に 有機合成・ 高分子， 化学工学と化学全体に 力をつけ研究開発 
の基盤であ る。 環境問題， 安全性からスター トした生物も 皮膚毛髪科学の 化粧品 
分野への応用、 洗剤用酵素開発による 洗剤革新など 3 0 年にわたる研究開発活動 
により、 生物の基盤 サィェ ンス化がなされた。 後述するように、 物理も取り組み 
化学・ 生物との 3 本桂を研究開発活動の 基本に据え、 それらの学際研究を 展開し 
ていきたく考えている。 要は、 化学という基盤サイエンスを 出来るだけ深く 突っ 
込み、 サイエンス間のインターフェースを 融合させ、 更にテクノロジーとの 融合 

により新化学の 創造を目指している。 
相互補完による 
ブレークスルー " 新化学 " の創造 
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学際研究と サ イェン ス ノテクノロジ 一の融合により 革新的成果により 新市場 ・ 
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新しい価値を 探る 勒硅 ・応用技術 

新市場・価値の 剣造 

エ % 用 スベン ャ リティ 接品 棄屈 用品 

研究開発 組窩と 運営についてはシンプルでダイレク トな情報の交流と 共有化が 
なされ、 研究・技術の 流れの結合がなさるような 租俺で連常 している。 

研究・技術開発の 組織・運営 
柔軟な 輯は / 文杖型 クイソクリスポンス 

柑 笘の共有化 研 先考のモチベーションの 向上   トップと研究者   田連 部ハとの立志の 戎軒 仕     

[ ソフト 朋尭 の文ぬ   
■ 知唾 ・ 備接科宇研 充所 

  故 理科学研究所 

  人材育成 l 
■大ギ・研究 杖曲 との共同研究 

■田内 / 外 大半へのさ 牛 胡屋 (% 分野も吉 む ) 

■社内研究所 問 

花王の研究開発の 仕組みや運営については、 野中郁次郎教授により 原点から掘 
り起こす研究方針とミ ドル・ アップダウン ・ マネージメン トの事例が研究されま 

とめられている ， ) 。 

( 2 ) フロッ ピーディスクの 技術曲舞 

] . 何故、 磁気記録なのか ? 

a . 応用物理研究室の 発足 ( ] 9 8 1 . 3 . ] ) 
  コンピュータ / 通信技術を中核としたト 一タルシステムの 構築でへビーユ 

一サー となる。 何らかの花王における 事業の可能性の 探索。 
  「 根 なし研究は切る」 企業風土 

・化学の貢献が 大きい， 化学 / 物理の学際的研究テーマは ? 
・ 筋の良い技術は ? 

・ 花王ブラン ドで販売できる 商品が開発できれば ! 
b . ヘッ ド / メディア界面接触は 磁気記録の宿命 

・ l B M で 8 。 フロ ッ ピ 一 を 開発した D r . B a t e 5 ) は 、 メディア・ ヘッ ド 

  電子回路， 機構とメディア / ヘッ ト界面の 5 因子が磁気記録性能を 決め 
ると指摘している。 ヘッ ド / メディア界面では トライボロ ジ 現象が起こり 

メディ ア製造は界面科学が 基盤技術であ る。 これらは界面科学の 研究対象 
そのものであ り、 百冊・ 洗剤 メ 一ヵ一の基盤技術であ る。 
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 c . 磁気記録は ] 8 9 8 年 P o u l s e n の発明以来、 放送， オーディオ ， ビ 

チ オ， コンピュータ ， フ a ッ ピ一   ハードディスク 等、 高密度化・ 小型化 

  高性能化といった 面で絶えず革新が 起こり、 将来 共 なくてはならない 筋 
の 良い技術であ る。 

d . @% 宍 [ ノ       アの的 発 ・生産のためには、 化学・物理の 学 捺的 研究と技術の 

% 台が必要であ る。 即ち、 

塗料配合 / 塗料化 / 塗 エノ精密組立加ェ / 物理・電磁気的評価 
e . 界面科学， 高分子化学， 化学の応用により、 磁気メディアの 技術革新に貢 

献できる 6) T, 。 

2 . 磁気メディアの 研究排棄 

a . 磁気記母の本質の 勉強     東北大 増気通信研究所 岩崎俊一教授に 留学・ 

多くのことを 学ぶ， ガラス 状 炭素の発明 他 。 

b . 弗発 チーム 

  化学，高分子化学，化学工学屋の 物理，た 子 ・ 機抜 屋の社外調達 社内調達 

c . 磁気メディア ， 枯密 加工組立， 評価技術の学習 

計測器 メ 一ヵ 一 / 専門家・経験者 / 競合 メ 一ヵ 一 からの教え・ 技術交換 
d . 用発の道具立て 

見様見真似 / テスト用コーターノ 表面処理磁性 粉 / 本格設備 
e . どのメディアを 弗 発するのか ? 

  

革新性あ るフロッピーディスク : A u d i o , V T R は確立 済 、 
        72  lB Ⅱ ， 5", 76  Shugant       5"' 80 SONY 

革新されたとき 既存メーカーも 新参きもスタートラインは 同時 
    フロッ ピ 一 ディスクの事業化 

a . 桂宮トップのコミットメント・ 忍耐と、 テーマ， 目標， ト発 ， 事業化 
( 研究 / 生産 / マーケティンバ / 販売 / 財務 ) の 各段増 において、 トップ 

からの事業の 本質をつく目標提起と 具体的行動による 検証のミドル・アッ 
プダウンⅡの 連続であ った。 

b . 日用消費材， トイレタリー 商品の経営ノウハウはコンピュータ 関連消耗品 
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の事業化にそのまま 応 m できる。 
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